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箱

の
賃
貸
料
は
三
週
間
で
約
二
百
元

(三
千
円
)
だ
そ
う
だ
。

〈用
具
及
び
参
考
文
献
〉

養
蜂
会
議

カ
バ
ン

中
国
製
キ
ル
ト
地

の
ロ
ン
グ

コ
ー
ト

(軍

大
衣
)
11
最
近

見
か
け
な

い
が
列
車
内

で
寝

た
り
隙
間

風

の
入
る
待
合
室

や

屋
台

で

の
食
事

に
は
う

っ
て

つ
け

で

あ

る
。

『精

選

英

漢
漢

英

a

典
J
=
C
o
m
m
e
rc
ia
l

P
res
s/

オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー
ド
大

学
出

版
及
び
拡
大
鏡

『中
国
地
図

冊
』

『中
国
省
別
蜜
源
花
集
』

ノ
ー
ト

蜂

よ
け
面
布

(使
用
せ
ず
)

北
京
養
蜂

会
議

の
ア
ド

レ
ス
帳

中
国
養
蜂

学
会
、
中
国
農
業
科
学
院
蜜
蜂

研
究
所
、
黒
竜
江
省
牡
丹
江
農
業
科
学

研
究
所
共
著

『中
国
蜜
粉
源
植
物
及
其

利
用
』
農
業
出
版
社
、

一
九
九
三
年

徐
万
林

『
中
国
蜜
粉
源
植
物
』
黒
竜
江
科

学
技
術

出
版
社
、

一
九
九

二
年

T
e
d
H
o
o
pe
r,

G
u
id
e
to
B
e
es
a
n
d

H
o
n
ey
,
T
h
ird
e
d
itio
n
,
B
lan
d
fo
rd
,

1
9
1
1
.

E
v
a

C
r
a
n
e
,

B
e
e
s

a
n
d

B
e
e
k
e
ep
in
g
,

S
c
ie
n
c
e
,

P
r
a
c
ti
c
e
,

a
n
d

W
o
r
ld

R
e
s
o
u
r
c
e
s
,
H
e
in
n
e
m
a
n
n

N
e
w
n
e
s
,

1
9
9
0
.

林
弥
栄

『
日
本

の
樹
木
』

山
と
渓

谷
社

、

一
九
九
六
年

〈ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
〉

陳
尚
発

何
宋

元

・
王
剛
平

徐
全
義

・

張
玉
珍

・
徐
政

黄
本
志

呉
傑

(愛
知
大
学
法
学
部
教
授
)

(邦
訳

北
岡
真
理
)

方
克
立
先
生
と
中
国
現
代
新
儒
学
の
研
究

劉

迫

そ
の
道
に
明
る
い
人
な
ら
誰
で
も

知
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
哲
学
研
究
の

領
域
で
、
方
克
立
先
生
は
早
く
に

「正

道
の
外
へ
出
た
」
。
一
九
六
三
年
、
中
国

の
権
威
あ
る
哲
学
雑
誌

『哲
学
研
究
』

第
四
期
に
哲
学
界
の
大
学
者
と
対
話
す

る
一
編
の
文
章
が
載
っ
た
。
題
名
を
「孔

子

の
"
仁

"
の
研
究

方
法

に

つ
い
て
1

漏
友
蘭

先

生
と
討

議

す

る
」

と

い
う
論

文

で
、

そ

の
筆
者

が

ほ
か

な
ら

ぬ
方
克

立
先

生

で
あ

っ
た
。

こ

の
文

章

に

お

い

て
、
世
の
中
に
出
た
ば
か
り
、
年
は
と

言
え
ば
わ
ず
か
二
十
五
歳
の
先
生
は
中

国
哲
学
界
の
大
儒
者
漏
友
蘭
に
向
か
っ

て
戦
い
を
挑
ん
だ
。
凋
友
蘭
が
孔
子
の

仁
学
研
究
で
提
出
し
た
思
想
の

「普
遍

的
形
式
」
の
解
釈
、
及
び
そ
の
適
用
に

対
し
て
疑
義
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
哲
学
史

の
研
究
に
お
い
て
は
歴

史
的
分
析
と
階
級
的
分
析

の
方
法
を

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
し
た
。
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方
克
立
先
生
は

一
九
三
八
年
湖
南
省

の
湘
潭
県
に
生
ま
れ
た
。

一
九
六
二
年

中
国
人
民
大
学
哲
学
系
を
卒
業
し
、
同

年
そ
の
ま
ま
学
校
に
留
ま
っ
て
教
員
に

な

っ
た
。

一
九
七
三
年
南
開
大
学
に
移

り
、

一
九
八
四
年
に
は
教
授
の
任
に
つ

い
た
。

一
九
九
四
年
中
国
社
会
科
学
院

に
転
任
し
て
大
学
院
の
院
長
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

六
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
中
国
の
哲
学

界
は
度
重
な
る
嵐
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

方
克
立
先
生
は
そ
の
鋭
い
哲
学
的
洞
察

に
よ
っ
て
時
代
の
最
先
端
に
立
ち
つ
づ

け
た
。
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、
新
儒
学

が
中
国
に
伝
え
ら
れ
、
方
先
生
は
こ
れ

に
対
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
を
感

じ
て

一
連
の
論
文
を
書
い
た
。
例
え
ば

「現
代
の
新
儒
学
研
究
を
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」、
「現
代
の
新
儒
学
と

中
国
の
現
代
化
」、
「現
代
新
儒
学
研
究

の
発
展
過
程
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し

た
諸
論
文
に
お
い
て
先
生
は
、
現
代
の

新
儒
学
は
現
代
中
国
の
歴
史
的
背
景
の

も
と
で
必
然
的
に
生
み
出
さ
れ
た
思
想

文
化
現
象
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て

具
体
的
な
分
析
を
行
な
う
べ
き
で
あ

り
、
盲
目
的
に
有
り
難
が
っ
て
は
な
ら

ず
、
ま
た
そ
の
貢
献
と
歴
史
的
意
味
を

抹
殺
す
べ
き
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
指
摘
し
た
。

先
生
の
提
唱
の
下
に
、
中
国
に

「現

代
の
新
儒
学
思
潮
研
究
」
を
課
題
と
す

る
全
国
的
な
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
。
先

生
が
責
任
を
負

っ
て
具
体
的
に
活
動
を

組
織
し
て
数
年
が
過
ぎ
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
は
立
派
な
研
究
成
果
を
あ
げ
た
。

一

九
八
六
年
以
後
中
国
の
大
陸
で
は
全
部

で
六
百
余
り
の
新
儒
学
の
研
究
に
関
す

る
論
文
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
半
分

以
上
は
同
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
大
量
の
新
儒
学

研
究
の
著
作
や
論
文
の
執
筆
、
及
び
基

礎
資
料
の
編
集
を
行
な
っ
て
、
世
の
圧

倒
的
な
好
評
を
博
し
た
。
例
え
ば

『現

代
新
儒
家
学
案
』
(上
、
中
、
下
)、
『現

代
新
儒
学
輯
要
叢
書
』
一
五
巻
、
『現
代

新
儒
学
研
究
叢
書
』
二
十
余
冊
、
『現
代

新
儒
学
研
究
論
集
』

一
、
二
集
な
ど
で

あ
る
。
新
儒
学
の
領
域
を
開
拓
し
耕
し
て
き

た
方
先
生
の
仕
事
は
国
内
外
の
学
者
の

間
で
公
認
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
ア
メ
リ
カ

の
学
者
杜
維
明
は
多

く
の
文
章
の
中

で
、
余
英
時
は
ヴ
ォ
イ

ス
・
オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
論
壇

と
い
う
番
組
の
中

で
、
い
ず
れ
も
中
国

新
儒
学
研
究
の
代
表
的
な
人
物
と
し
て

方
先
生
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

方
先
生
は
官
途

に
上
る
こ
と
に
心
を

取
ら
れ
る
よ
う
な
人
で
は
な
い
が
、
そ

う
い
っ
た
方
面

に
お
い
て
も
追
い
風
を

受
け
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。
研
究
や

教
育
の
仕
事
の
ほ
か
に
も
、
先
生
は
行

政
や
社
会
の
場
面

で
も
多
く
の
重
大
な

任
務
を
担
当
し

て
き
た
。
先
生
の
お
話

に
よ
る
と
、
中
国
社
会
科
学
院
の
大
学

院
は
人
文
社
会
科
学
研
究
の
高
レ
ベ
ル

の
人
材
を
養
成

す
る
学
府
で
あ
る
が
、

ほ
か
の
高
等
教
育
機
関
と
異
な
り
、
同

大
学
院
は
国
家
か
ら
教
育
専
用
の
予
算

措
置
を
受
け
て
お
ら
ず
、
大
学
院
教
育
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活
動
の
経
費
は
主
と
し
て
中
国
社
会
科

学
院
の
科
学
研
究
費
の
一
部
を
割
い
て

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
規
模
の
面

か
ら
言
う
と
ほ
か
の
高
等
教
育
機
関
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

社
会
科
学
院
大
学
院

の
よ
い
点
は
、
「所

を
お
さ
え
て
系
を
設
け
る
」
こ
と
に
あ

る
、

つ
ま
り

一
つ
一
つ
の
系
は
す
べ
て

中
国
社
会
科
学
院
の
関
係
あ
る
研
究
所

に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
中
国
社
会
科
学
院
の
優
越
性
を
発

揮
し
、
国
家
の
た
め
に
時
代
が
要
求
す

る
高
度
な
専
門
研
究
の
た
め
の
一
群
の

人
材
を
養
成
す
る
の
に
有
利
で
あ
る
。

先
生
は
誇
ら
し
げ
に
こ
う
紹
介
さ
れ

た
。
全
国
の
優
秀
な
博
士
論
文

・
修
士

論
文
の
文
庫
の
中
で
、
社
会
科
学
院
大

学
院
卒
業
生
の
書

い
た
も
の
が
そ
の

も

っ
と
も
多
く
を
占
め
て
い
る
。
同
大

学
院
が
開
設
以
来
よ
う
や
く
二
十
年
が

経

っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
規
模
が
ほ
か

の
重
点
高
等
教
育
機
関
に
は
る
か
に
及

ば
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
こ
と
は

確
か
に
留
意
す
る
に
値
す
る
。

先
生
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
同
大
学
院

の
特
に
優
れ
た
点
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
指
導
教
官
が
そ
の
研
究
領
域
の
有

名
な
学
者
で
あ
り
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ

と
で
あ
り
、
彼
ら
は
学
生
に
機
会
を
与

え
る
よ
う
心
を
配
り
、
全
国
的
な
重
要

な
項
目
で
あ
る
科
学
研
究
活
動
に
参
加

さ
せ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
研

究
項
目
と
い
う
の
は
経
済
や
法
学
な
ど

現
実
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
学
科
で

あ
っ
て
、
指
導
教
官
は
学
生
に
直
接
社

会
調
査
な
ど
を
行
な
わ
せ
、
あ
る
種
の

政
策
の
策
定
や
そ
の
裏
付
け
の
作
業
に

関
わ
ら
せ
た
り
、
ま
た
あ
る
種
の
立
法

の
準
備
作
業
に
関
与
さ
せ
た
り
す
る
の

で
あ
る
。

先
生
は
言
う
。社
会
科
学
院
大
学
院
は

中
国
の
改
革
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
が
、そ
れ
自
体
が
改
革
の
産
物

で
あ
り
ま
た
目
撃
証
人
で
も
あ
る
と
。

(早
稲
田
大
学
法
学
研
究
科
博
士
過
程
)

(邦
訳

山
田
克
利
)
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